







EffectsofShapeand Settlng OfthePressureBarupon theCutting
























部のひずみ分布などについて研究 3)が行われた｡ しかし,単板切削では,異方性材料 として
の木材の力学的特性に加え,ナイフによる切削抵抗のはか,プレッシャバーの圧縮力および
これらの両者が相互に複雑に関係するため,単板生成における諸現象,例えば,単板の割れ,
■本報を ｢単板切削条件に関する研究 (第12報) StudleSOnVenerCutlngConditions(XH)｣とする｡前報 ｢単
板切削現象の変化に及ぼすプレッシャバー ーナ イ フー被削材相互の位置関係の影響 (解析と実験)(VH)｣ は,良
崎大学教育学部紀要 一自然科学- 第66号 41-46 (2002.3)に掲載｡
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Flg.2. Simplifledschematicdlagram Ofgrid












and β ln Eqs.(1),(3)and(4).
EXponent&CoefficientPressurebar C[10-】kgf.mm-E-1l] E (I β
Fixed Sharpbar 19.45 0.81 0.60 0.06
bar Doublefacebar 22_77 0.81 0.49 0.ll
Rolerbar 10.00mmdiameter 27.53 0.67 0.40 0.0591 3391 8 31 10
30.00mmdiameter 39.56 0_71 0.27 0.16




(10.00mmm dlameter),D Rolerbar(19.10mm ln
dlameter),E.Rolerbar(30.00Tnmm diameter).









＼ 8-0.81(rn m ) /
一 一L t .?ifll0 .5 14320l. 一■
--- ｣-_一
滋
＼ .e=..,1(m ,/ ｣







Fig.6. Distributionpattern ofisodeflectivelinein Fig.7. DistributionpatternofisodeflectlVelinein
woodbyrolerbar(30.00mm indiameter). woodbydoublefacebarduringfeeding.










































Flg.8. Distr･ibution patter.n ofisodefiectivelinein Flg.9. Relationbetweendepthofbarindentation
wood by rolerbar(10.00mn ln diameter) (d) and defユection by barcompressi()n
durlngfeedlng. (♂).
Symbols(C,Pt,PfZ,I',d,6andi)･ftefertoFlgS1-3and Symbols(E,handt).RefertoFI芭S2and3,Bar 上二:h
7.Bar C;d-085mm,Pv -293kgf/cm,P f.-89kgf/cm, -Omn
P-30.6kgf/cm
向)の変位量 ∂(mm)を写真から求めておき,変位量の等 しい点を通る曲線("垂直方向圧縮等




















送 られているときはその位置が送 り方向にずれている｡送 り速度が材内部の変位量および最
大変位量を示す位置の変化に及ぼす影響は,今後検討すべき課題ではあるが,ここでは,材
を固定 した場合のバーの垂直線上の変位量にはぼ相当すると考え,以下では,この位置での

























deの関係が成立 し,Cは圧入深さ1mmに対するバーの圧入体積の大なるほど, また, Eは接
触表面におけるせん断変形の大なるほど高い値を示す (Tablel)｡
(2) dと材表面から一定深さの位置(i)における披削材の沈下量(圧縮変位量6)の間には,
6≒e-at･dl+βt
の関係が成立 し,係数α,βはバーの形状に依存する(Tablel)0
(3) 被削材が静止 している場合の∂の等変位分布曲線は,バーの先端を通る垂直軸に対し,
シャープバーおよびダブルフェイスバーは非対称,ローラバーは対称図形を描 く｡ 被削材に
送りを与えると,この分布の形は送り方向(移動方向)に流れる｡
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